
 

 

 

 ２０２５年２月       津山市田町２９ 

                  ℡  ２２－５５５３ 

－ 年 主 題 － 

「さあ、漕ぎだそう、奏でよう」 

－ 年 聖 句 － 

「わたしは道であり、真理であり、命である。」 

     （ヨハネによる福音書 14章 6 節） 

「信頼の声かけ」 

1 月も終盤になって、いまさらですが、みなさん

は、お正月を、どのように過ごされましたか。私は、

いつものように、箱根駅伝を観て、過ごしました。 

横浜の教会にいたとき、箱根駅伝を観戦しようと、

東京駅まで出かけたことがあります。生で観る選手

の走るスピードはすさまじく、それ以来、すっかり

箱根駅伝のファンになりました。 

箱根駅伝の魅力のひとつに、監督から選手への「声

かけ」があります。監督が、伴走車から、選手に向

かって、直接、スピーカーで話しかける模様は、毎

年、思い出深い名場面となっています。 

たとえば、今大会では、青山学院大学の原 普監督

が、第 6 区（20.8 ㎞）を走る野村 昭夢（あきむ）

選手に、「区間新いけるよ、57分台出せるよ」と声

をかけていました。選手も、監督の期待にこたえて、

56分 47秒という驚異的な新記録を打ち立てました。 

監督は、選手に声かけをして、いわば、檄を飛ば

しています。選手たちにしても、監督から「いける

よ、できるよ」と声をかけられると、実際にできる

ような気持ちになるそうです。 

体力の限界ギリギリで走っているときに、自分の

力だけでは、「1 秒でも早く」はもう無理です。し

かし、監督から檄を飛ばされると、心のスイッチが 

＜２月のテーマ＞ 

みんなだいすき（０歳児） 

・ 身近な友だちの存在を感じ、保育者や友だちと

やりとりしながら、模倣遊びを楽しむ。 

そうなんだ（１・２歳児） 

・ 友だちと関わる中で、友だちのいろいろな思い

に触れ考える。 

響き合う（３歳児） 

・ 気の合う友だちと遊び、気持ちが通じる楽しさ

を感じる。 

響き合う（４・５歳児） 

・ お互いの存在を認め合い、相談しながら、時間

をかけて、思いを実現していく過程を楽しむ。 

 

＜新入園児＞ ようこそ、田町保育園へ！ 

ももももも３名 

 

＜お誕生児＞ お誕生日、おめでとうございます！ 

ももももも２名 

さくらもも１名 

きおくおお１名 

ばおらおお１名 

ゆおりおお１名 

 

入って、自分でも驚くような力を発揮できます。最

もしんどいときに、選手の秘めた力を発揮させる。

きっと、これが、監督の仕事なのでしょう。 

子ども一人ひとりの内にも、不思議な力が秘めら

れています。しかし、その力は、自分だけでは発揮

できません。自分を信じて、声をかけてくれる人が

いて、初めて、秘めた力を発揮できます。 

「あなたなら、できるよ」。そう子どもたちを信

じて、実際に声をかけていきましょう。きっと、こ

れが、大人の仕事です。      （牧師・副園長） 

２月の行事予定 

３日(月) 豆まき 

１１日(火・祝) 休園日（建国記念日） 

１４日(金) 発育測定 

１５日(土) 生活発表会 

１８日(火) 合同礼拝 

２０日(木) お誕生会 

２２日(土) おべんとうの日・資源回収 

２４日(月・祝) 休園日（振替休日） 

２６日(水) 避難訓練 

〈お知らせ〉 

☆ 生活発表会  ２月１５日（土） 

1 年間の集大成となる大切な行事です。子どもた

ちの大きく成長してきた姿を、観ていただきたいと

思います。 

詳細は、プリントをご覧ください。 

当日は、温かい恰好で、お越しください。 

〈報  告〉 

去る 1 月 18 日（土）・25 日（土）には、「個人懇

談」のために、保育園までお越しくださり、ありが

とうございました。保育園での子どもたちの過ごし

方や日々、成長についてお話しでき、また、ご家庭

での様子もうかがうことができて、とても貴重な時

間となりました。 

年度末が近づき、進級・進学を意識する時期とな

りました。特に、ゆりぐみの子どもたちは、卒園・

小学校入学と、人生の大切な節目のときを迎えます。 

私たちも、子どもたちが、笑顔で進級・進学でき

るように、最後まで努めてまいります。 

今後とも、よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 


